
Q1. 請求書発行システムって、うちの会社にも本当に必要？

A. 月に10通以上の請求書を発行している企業なら、導入メリットはあります。

手作業での請求書作成時間の削減で、郵送費も節約可能です。年間で考えると削減が期待できま
す。

Q2. 導入が難しそうで不安...どれくらい時間がかかる？

A. 最近のシステムは操作性が大幅に改善されており、基本的な設定なら1〜2週間で完了します。

Q3. 既存の会計ソフトとの連携はうまくいく？

A. 主要な会計ソフトとはCSVまたはAPI連携で対応可能です。

Q4. インボイス制度にはちゃんと対応してるの？

A. 現在市場に出ている請求書発行システムは、基本的にインボイス制度に対応済みです。

A.今契約しているファイナンス・リース契約の消費税は、
5％のままです。
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最近、請求書発行システムを導入している企業が多くなったと思いませんか？

2023年10月のインボイス制度開始を契機に、請求書発行システムの導入企業が急増しており、
もはや経理業務の効率化に欠かせないツールとなってきています。

簡単ですが、請求書発行システムについてご紹介させて頂きます。

オフィスのパートナー

創業1991年

請求書業務の効率化は、単なるコスト削減以上の価値をもたらします。
手作業から解放された時間を、より付加価値の高い業務に投入できるようになります。
最適な請求書発行システムを検討されては如何でしょうか。

クラウドサービスも
サンシステムへ

「先ず、請求書発行システムに関するよくある疑問にお答え致します」

□ 個人〜中小企業の方は：シンプルな操作性と低コストを重視して検討しましょう
□ 請求書の送付方法がメール・郵送・FAX等取引先に応じて対応できること
□定期請求や入金消込の自動化機能の有無の確認
□電子帳簿保存法・インボイス制度への対応方法

「失敗しない請求書発行システム選びのチェックポイント」

「コスト面でのポイント」

□ 初期費用 ：0円～30万円が相場と思われます
□ 月額費用：請求書100通程度で10,000円程度が望ましい※オプションを含むと金額は変動します
□ 郵送代行費用：1通数百円程度※郵送の場合
□ 従量課金制の有無と単価※請求書枚数が多くなると単価が変動するか否か



請求書発行システムご紹介

別途費用が掛かる場合があります

別途、オプション費用が掛かる場合があります


